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香川県における7617号台風の河川災害に関する研究  

鎌  田  萬  

STUDIES ON RIVER－DISASTERS BY THE TYPHOON  

NO．7617IN KAGAWA PREFECTURE  

TakashiⅨAMAI）A  

AswelトⅠ′emembered，the typhoon No．7617caused hard damages by waterin Kagawa・  

Prefecture and especia11ythe riverdisasterswere ver・yserious．   

Therefore，the rainfal1and flood by this typhoon，Which were the main factors of the  

disastersin Kagawa prefectur・e，areinvestigated． Thetotalrainfallwasveryhighin every  

area・However，themaximum rainfallintensityin duration wasnotsostrongln COmparison  

Withthatin the past，eXCeptin Shodoshimaand the east reglOn OfKagawa．   

The probable years for maximum rainfal1intensityinl～6hr durationin Utsunomiare  

30～60yearsand that for over12hr are over200years．   

The suitabledesign rainfalls for valleysor medium and smal1rivers ar弓eStimatedbythe  

formulaof probable rainfallintensity for short timein Utsunomior that for middle timein  

Naiba，reSpeCtively．   

Consequently，the probable flood dischargeSOf the main rivers ar・e eStimated by usingthe  

forrnulas developedin this study，glVlngtheguidelineforstandard projectofriver－manage・  

mentin Kagawa prefecture．  

香川県は，7617号台風により大水害が発生し，とくに．，その河川災害は，激甚なものがあった．   

したがって，その大きい要因である降雨と洪水流出紅閲し調査，研究すること紅した．   

まず，香川県払おける7617号台風の降雨特性紅ついては，総雨盈ほ，県全域に亘って大豪雨であったが，鎚時間まで  

の最大時間雨塵は，小豆島と本土の東部を除いては，過去の降雨と比較し，とくに，大規模なものでなく，内海におい  

ては，1時間から6時間の最大時間雨盟は，30～60年確率，12時間以上になると最大時間雨量は，200年確率以上のも  

のであったことを明らかにした．   

っぎに，香川県における河川防災劇画に適用する計画降雨紅ついて軋渓流は，内海の短時間確率降雨強度式，中小  

河川は，内場の中時間確率降雨強度式を適用すると，適確な計画降雨が静定できることを考究した・   

また，香川県における河川防災計画の基本高水についてほ，本研究で得られた成果を用いて，香川県主要河川におけ  

る確率高水流盈を解析し，今後の香川県河川防災計画指針を明らかにした・  

1 ま え が き  

香川県は，瀬戸内海に面した位置にあり，従来，降雨畳は，比較的少なく，また，台風災害も少ない県とされてい  

た．   

しかるに．，昭和51年9月台風17号（7617号台風）来襲のとき，小豆島の内海ダム紅おいて，総雨盈1276mm，最大以時  

間雨蛍758mm，最大1時間雨盈90mmを記録し，香川県は，近年史上紅ない大規模な人・物的災害を被けた．   
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したがつて，本研究狂おいてほ，香川県の7617号台風河川災害について，そのきわめて大きい要因である降雨と洪永  

流出紅閲し，その調査と解析を行ない，香川県の今後における河川防災基本計画の指針を与えることにした・  

2 7617号台風河川災害の実態   

香川県の台風災害に．ついでは，昭和47年度から昭和51年度まで，過去5ケ年間の公共土木施設災害後旧査定額は，表  

－1に示したごとく，年平均25億円程度の少額なものであったが，昭和51年度7617号台風の災害は，表－・2に示すごとく  

激甚なものであった．  

義一1 過去5ク年間の公共土木施設災害復旧査定額  

年  度l   47   l   48  49  
1  50  

表－・2 7617号台風の被害状況  

被 害 区 分 l 被 害 数  f  被 害 区 分  一  被  害 額  

人 的 被 害  

死   者  

負 傷 者  

住 家 被 害  

金   壊  

単   壊  

床上浸水  

床下浸水  

田 畑 被 害  

流失・埋没  

冠   水  

施 設 被 害  

公立文教  

農林水産  

公共土木  

その他公共  

その他被害  

虚林水産  

商   工  

その 他  

計  

千円   
58，530  

18，621，469  

16，647，127   

399，765  

4，199，745  

4，861，000  

10，847，818  

55，635，454  

すなわち，－・般被害は，死者50名，住家全壊274棟など，また，施設被害額は，約360億円，そのうち，公共土木施設  

災害後旧査定額は，166億円にもなっでおり，年平均額の約7倍の大災害であった．   

また，河川災害については，とくに，災害規模が大きく，その被害箇所数は，2，922箇所，復旧額は，101億円，公共  

土木施設復旧総額の約61％を占めていた．   

つぎに，香川県において，河川災害のもっとも多い地域に．ついては，とくに，降雨豊の多豊であった本土の東部，長  

尾土木事務所管内は，約1，000箇所で33億円，小豆島の土庄土木事務所管内ほ，310箇所で30億円，つぎに・，高松土木事  

務所管内の順となっており，西部の土木事務所管内は，比較的降雨畳も少愛であり，河川災害についても，小規模のも  

のであった．  

3 7617号台風の降雨特性  

3－1 降雨盈の調査  

香川県の主要雨童観測所に、おける7617号台風の降雨孟は，表－3匿示すとおりである．   
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表・－3 香川県主要地点7617弓台風の降雨塵  

187   

単位mm  

この降雨ほ，香川県全域において，近年史上に・ない大豪雨であったが，そのうちでも，′」＼豆島の東部（内海，殿川）  

が，もっとも多盛，つぎに，本土の束部（引田，五名）が多く，西部になるに・したがって少なくなっていた・   

また，この降雨紅ついて－は，最大別時間雨盛，総雨量ほ，県全域にわたって，多蕊であったが，最大1時間雨温から  

最大12時間雨藍ほ，引田，五名，内海，殿川を除いて，比較的少蕊であった・   

すなわち，7617尊台風の降雨につい・ては，俸雨継続時間とその連続最大雨愚に関する研究が必輩であることを考察し  

た．   

したがって，香川県の雨盛観測所の代表については，降雨資料の整備されて：いる，高松気象台，五名ダム，内場ダム，  

内海ダムを選び，その発生頻度，すなわち，超過確率年数に・ついて：，解析，考察することにした・   

写－2 最大時間雨豊の解析と考察   

祁17号台風の高松，五名，内場，内海における降雨継続時間最大雨鼻（最大時関南鼠）の超過確率年数解析について  

は，まず，高松ほ，昭和17年から昭和50年まで，五名は，昭和32年から昭和50年まで，内場ほ，昭和32年から昭和50年  

まで，内海は，昭和34年から昭和50年までの降雨資料より，それぞれ，降雨継続時間1時間，3時間，6時間，12時間，  

飢時間の毎年最大時間雨盟を抽出した・   

っぎに，各地における昭和50年までの降雨資料から，確率時間雨愚と7617号台風の降雨について超過確率年数を解析  

した．   

この解析結果については，衷－4に示すとおりとなった・  

褒－4 7617号台風雨量発生頻度の解析  

超過確率  

年  数   名  

観測所  
継続時間  

超過確 率解析 式  超 過確 率解 析 式  

内場  
1時間  

3時間  

6時間  

12時間  

24時間  

高松  
1時間  

3時間   

6時間  

12時間  

24時間  

log（一㌃＋2）＝1．4699＋0．2282∈  

log（．方・－・io）＝1．4837＋0．3692ぎ  

log（．芳一8）＝1，6565＋0り324ほ  

log（∬十17）＝1ハ9597＋0．2109ぎ  

log（∬＋35）＝2．1182＋0．1835百  

五名  
1時間  

3時間  

6時間  

12時間  

24時間  

log（．方＋25）＝1．7533＋0．．1343ぎ  

log（．方十3）＝1．7968＋0．2759ぎ  

log（∬＋52）＝2．1585＋0．1820ぎ  

1c唱（ズ＋40）＝2．2174＋0．2366ぎ  

log（．芳一17）＝2．1246＋0．．3190ぎ  2124時間  
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すなわち，高松，五名，内場に、おいては，降雨継続時間が1時間，3時間，6時間，12時間の超過確率年数は，いづ  

れも，10年以下，飢時間の確率年数は，高給が74年，玉名が21年，内場が14年と小さい確率年数となり，降雨盈が多盈  

であった内海においてほ，1時間の確率年数は，57年，3時間は，23年，6時間は，36年となり，降雨継続時間が短時間  

紅おいても，大きい超過確率年数となっており，さら把．，12時間，別時間に．なると，その年数は，200年以上となって  

いた．   

したがって－，7617号台風の降雨樽性についてニ，高松，五名，内場においては，総雨蛍ほ，大規模な降雨であったが，  

24時間までの最大時間雨畳は，過去の降雨と比較し，とくに．，大規模な降雨でなく，内海においては，1時間から6時  

間までの最大時間雨愚ほ，30－60年確率の降雨であり，12時間以上の最大時間雨史ほ，近年史上把．みられなかった大豪  

雨であったととを明らかに．した．   

すなわち，香川県紅おける河川の洪水到達時間は，ほとんどの河川が6時間以内であるので，今後の河川防災計画に 

適用する計画降雨としては，内海の7617号台風の降雨が基礎資料となることも考察した．  

4 洪水流出の解析  

4≠1 合  理  法   

わが国に．おいては，渓流，および，河川に．おける洪水のピーク流恩の解析法は，合理法が比較的紅適用性が多いた  

め，従来から広く用いられてきている．．   

しかしながら，合理法の適用に．おいて，もっとも重要なことほ，適確な雨虞強度を用いるため，適正な洪水到達時間  

を静定することである．．   

しかるに．，この洪水到達時間の算定については，従来，経験公式である，いわゆるRziila式，また，いわゆるKIaVen  

の砥が用いられてきていたが，この算定法ほ，その適正度を欠いでいるので，近年，理論的な考察に．基づいたEine－・  

matic wave法（1，4）を用いた方法が研究されてきている．   

また，このKinematic wave法の適用に．おいても，現在，問題を含んでおり，この問題点は，山腹斜面の等価粗度  

係数の決定基準がないことである．   

したがって，本研究においては，香川県の山腹斜面等価粗庶係数の調査，解析に．ついて－，小豆島と本土に．分けで行な  

うことに．した．  

4－2 小豆畠山腹等価粗度係数の調査と解析   

山陵斜面の等価租度係数は，山腹を構成している地表面の植生状態，および，林相，地質などの条件に．よって異なる  

値となる〟   

著者は，この値を現地の水文調査から算出する方法を考え，降雨が山頂から渓床への雨水到達時間を調査し，その山  

陵斜面の等価粗度係数の静出に．ついては，Kinematic wave法を用いて解析するこ．と把した．   

すなわち，小豆島紅おいては，水文資料の完備している殿川ダムの降雨盈とダムへの流入水位の資料を用い解析する  

ことにし，7617号台風の水文資料を用いるととにした．図一1ほ，殿川ダムにおける7617号台風の最大雨量と最大流入  

発生時間の水又資料である．   

つぎ紅，殿川ダム上流の最遠山頂から新中山地までの雨水到達時間の推建紅ついては，図－1を用い，他の水位上昇  

変化が顕著紅現われた時刻を基準とし，降雨は，その時刻から運に積算し，その平均降雨強度が最大となった時刻を見  

出した．そして，この降雨の雨水到達時間は，その時刻差で表わされているものと考えて解析した．   

その解析結果，雨水到達時間ほ，降雨が103．2mm／血r・のとき50分間となった小   

つぎに．，山腹斜面の等価紐皮係数の解析把．ついては，山腹の地形条件ごとに解析し，殿川ダムにおいては，N＝＝0．20  

～0．23m‾妬secとなることを見出した（る）．   

山腹斜面の等価租度係数紅関する従来の研究紅ついては，その櫨は，河川の租皮係数に較べ，か－ダーが一席大きい  

程度であり（3），また，実験結果によると，植生面上で，0．3－0．4m‾％sec程度といわれている（1）   

したがって，本研究の小豆島紅おける等価粗度係数0・20｝0・23m‾悠sec紅ついてほ，．小豆島ほ，とくに．，山肌が岩  

石露出し，林相も，きわめて惑い状憩であるので，この値ほ，妥当な値であるものと考察された，   
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㍉1柑   

20  2■   22時  

区ト17617号台風殿川ダムの雨盈と流入水位  

表－5／ト鼠毎における洪水到達時間の算定  単位hI   

注。玩：山腹の斜面長   β0：山腹斜面の傾斜角度   夕恒：有効雨盈強度   

表－・5は，小豆島の渓流，および，河川における雨水が山頂から渓床へ流入する時間を解析した表であり，この適用  

についてほ，地形条件と降雨強度を与えると，適正な洪水到達時間が，ただちに算出するこ．とができる．  

4－3 本土の山腹等価粗度係数の調査と解析   

香川県本土の山腹斜面の等価租度係数の算出についてほ，水文資料の完備している前山ダムの降雨盈とタムへの流入  

水位の資料を用い，解析すること紅した．   

また，前山ダムの水文資料について－は，7617号台風と7506号台風の資料を比較し，7506号台風の降雨規模が大きいの  

で，図－2紅示した台風の水文資料を用い，解析した．   

この解析結果，前山ダムへの雨水到達時間は，雨畳強度が36．Omm／brのとき，130分間となり，また，山腹斜面の等価  

租度係数の解析については，地形ごとに解析し，N＝0。以～0．31m‾宛secとなることを見出した．   

つぎに・，香川県本土の渓流，および，河川における雨水の山頂から囁床への流入時間の解析については，その解析韓  

果は，表一・6紅示すことに・した，   
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‰－  
2  3   4時   

図－2 7506号台風前山ダムの雨盈と流入水位  

単位b工・   表－6 香川県本土に．おける洪水到達時間の静定  

0．5Km  

ー
」
■
 
 

この表の適用については，小豆島の場合とおなじく，その渓流，およぴ，河川の地形条件と降雨強度を与えると，適  

正な洪水到達時間が，ただちに算出することができる・   

また，河道流下部分をもった河川の洪水到達時間の算定については，まず，山頂から渓床までの流入時間の算出は二，  

表－5，また，表－6を用い，河遣流下時間の静出は，いわゆるKr■avenの値を用いて，この両者を代数和すると罫定す  

ることができる（4）．  

5 7617号台風洪水流出の解析と考察  

5－1 洪水流出の実刑   

香川県の河川において，7617号台風の洪水流出根跡調査のできる河川は，小豆島紅ついては，いづれの河川も，土石  

流と破堤のため不可能であり，本土の河川についてのみ可能であった 

したがって，調査対象河川としては，湊川，鴨部川，春日川，番東川，土器川，財田川の6河川を選び，7617号台風  

の最大流出盈の根跡調査を実施した 

その調査，解析については，表－7に示すとおりとなった，   
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表－7 香川県代表河川の最大流豊実測値  

191   

5－2 洪水流出の解析と考察  

洪水流出に．閲し，実測調査した河川に．ついては，また，7617号台風の降雨資料からも最大流出盤を解析した 

その解析過程，および，結果についてほ，表－・8に示すとおりである・  

泰－8 香川県代表河川の最大流盈解析億  

洪水到達  
時  間  降雨強度l最大流遼         l  河川名】流域面敏l山地面積】平地面積  備  考   

湊  川  

鴨部川  

春日川  

香東川  

土器川  

励 田川  

すなわち，7617号台風の最大洪水流出盟については，実測値と降雨からの解析値を比較するに，大筋に．おいて，よく  

近似していることを見出した．   

この事実については，洪水流出の解析ほ，合理法を用い，洪水到達時間の算定は，新しい静定法であるⅩinematic  

wave法と，いわゆるKIaVenの値を用いた方法，降雨強度は，この適正な洪水到達時間内の降雨を適用サーると，適確  

な洪水流出の解析が，きわめて容易に解析のできることを明らか紅しているものと考察された 

6 防災．計画に適用する計画降雨の解析と考察  

6－1 渓流の計画降雨   

渓流の防災計画に適用する計画降雨に・ついては，3－2において解析，考察してきたどとく，既往実績降雨は，7617  

号台風のとき最大値を観測した内海ダムの降雨が基礎資料となる 

したがって，この討画降雨の解析については，内海の過去の資料，すなわち，昭和34年から昭和51年までの資料より  

降雨継続時間，10分間と1時間の毎年最大雨盈を抽出し，確率降雨強度を解析し，その値紅ついては，衷－9紅示すこ  

とむこした．  

義一9 内海の確率降雨強度  単位mm／山  

159．0  180．0  

101．3   129．8   
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つぎ札内海の短時間確率降雨強度式，および，確率降雨強度曲線についてほ，特性係数法（2）を適用，解析し，そ  

の確率降雨強度曲線は，図－・3に示すとおりである．  

ご肯  
200  

柑0  

】80  

170  

】60  

」50  

140  

130  

120  

110  

100  

90  

80  

70  

60  

58  

C7引7号台風の内海実測  

O 10  加  30  40  50  60  70  80  90 柑O l】O 120min  

図－3 内海短時間確率降雨強度曲線   

ヽ＼  

6－2 中小河川の計画降雨   

中／ト河川の防災封画に適用する計画降雨の解析については，香川県の代表雨盈観測所は，高松，玉名，内場，内海を  

選び解析することにした．   

すなわち，高松においては，昭和17年から昭和51年まで，五名は，昭和32年から昭和51年まで，内湯は，昭和32年か  

ら昭和51年まで，内海は，昭和34から昭和51年までの降雨資料より，降雨継続時F乱1時間と6時間の毎年最大雨盈を  

抽出し，各地の確率降雨強度を解析した．その値については，表－10に漬すことにした・  

単位mm／br  表－10 高松・内場・五名・内海の確率降雨強度   

次貫に．つづく   
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この表を見ると，香川県の中小河川の封画降雨匿・ついては，内海と内場の解析が必要であることを考察した 

したがって，まず，内海の中時間確率降雨強度式（4）を解析し，その確率降雨強度曲線ほ，図一4に示すこ．と紅した．  

m㌧ノ／  

／11「  

】50  

】40  

130  

120  

1tO  

‡00  

90  

80  

70  

60  

50  

40  

30  

20  

】0  

0  

07引7号台風内海実測値  

O  1  2  3  4  5  6 ‘7  8  9  10 11 】2llr  

図川4 内海申時間確率降雨強度曲線  

また，内場の申時間確率降雨強度式についても解析し，その確率降雨強度曲線は，図－5紅示すとおりである．   
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亮ト＝  

塙工＝一端  

○了6】7号台風内海実測値  
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図－5 内場（塩江）中時間確率降雨強度曲線  

つぎ紅，これら解析した内海と内場の確率降雨強度についてほ，7617号台風のとき，県内で最大値を観測した内海と  

殿川の実測値と比較，考察すること紅した．   

すなわち，短時間確率降雨強度紅ついては，内海の中時間確率降雨強度式の値は，内海，殿川の実測値と比較し，2  

時間の砥が大きい値となり，内場の申時間確率降雨強度式の値ほ，1時間降雨の値が小さい値となる．しかしながら，  

内海の短時間確率降雨強度式の催ほ，内海，殿川の実測値と比較し，1時間，2時間とも把，近似値となる．   

したがって，洪水到達時間が2時間以内である渓流などの計画降雨の算定については，内海の短時間確率降雨強度曲  

線を適用すると，適確な値が算定できることを明らふ紅した．   

つぎに，中時間確率降雨強度については，内海の中時間確率降雨強度式の偲は，内海，殿川の実測値と比較し，すべ  

ての時間帯において，大きい値となり，内場の中時間確率降雨強度式の値ほ，1時間を除いた時間帯において，すべ  

て，近似値となっている．   

すなわち，洪水到達時間が2時間以上，6時間以下の中小河川計画降雨の算定紅ついては，7617号台風のとき最大値  

を記録した内海を採用するより，内場の中時間確率降雨強度曲線を適用すると，合理的な値が算定できるこ．とを明らか  

に．した．   

したがって，今後，香川県の河川防災計画紅．適用する討画降雨の界定についてほ，渓流ほ，内海の短時間確率降雨強  

度曲線，中小河川は，内場の中時間確率降雨強度曲線を適用すると，適碓な計画降雨が容易紅静出できることを考究し  

た。  

7 香川県主要河川の計画高水流畳の解析と考察  

香川県主要河川の計画高水流史の解析に．ついては，代表河川ほ，属宿川，湊川，津田川，鴨部川，新川，春日川，香  

東川，綾川，土器川，金倉川，財田川，椎田川の12河川を選び，それぞれの河川紅おける30年，50年，100年確率高水  

流星を解析することにした．   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



第盟巻欝61骨（1977）  香川県に．おける7617号台風の河川災害に．関する研究  195   

まず，各河川の洪水到達時間の静定についてほ，本研究に．おいて，明らかにした山腹斜面の等価鮫皮係数を用いた，  

新しいKinematicwave法と，いわゆるKravenの値を用いた方法を適用，解析した0   

らぎ紅，計画高水流盈の解析についてほ，解析法は，合理法を用い，その計画降雨は，内場の中時間確率降雨強度曲  

線を用いて解析した．その解析偲については，表－・11紅示すとおりとなった．  

表－11香川県主要河川確率高水流盈の解析  

100年確率  50年確率  30年確率  

洪水到 達時間   
監凱藷歪  慧馴藷歪  慧別語歪1比流盈  比流畳  比流墓  

mB／sec／Ⅹm2   15．2  
12．4  

11．6  

10．7  

11．4  

11．9  

10．7  

10．2  

10．3  

12．2  

11．1  

13．0   

つぎに，図－6は，解析した50年確率高水流立と香川県が，現在，採用して－いる高水流産を比較するため，各流盈の  

比流患を算出し，図示したものである．  

○ 本研究の比流盈  

● 香川県税治水計画の比流盈  

A線本研究の此流盤線   

B練 塀計画の比流塵線   

C緑 計画日雨盈200・～300mm   

D線 計画日雨盈150（・200mm  比
 
流
 
盈
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図－6 香川県主要河川50年確率高水流宜   
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この図を見ると，本研究において儲析した比流藍ほ，流域面紡が30Km2で15m8／sec／Km2，200Km2で10m3／sec／Km2  
となっており，現在段間している比流患ほ，30Km2で12m8／sec／Km2，200Km2で7m8／sec／Ⅹm確度のもので，かなり  
小さい値となっている．   

したがって，香川県における，今後の河川防災計画の基本高水となる計画高水流患の設定紅ついては，本研究で得ら  

れた比流盈などを参考とし，解析，計画する必要があるものと考察された．  

8 ま  と  め  

本研究に．おいて，得られた成果を要約すると，つぎのとおりである．  

（1）香川県払おける7617号台風の降雨特性については，県全域に亘って総雨量ほ，近年史上に．昇られない大豪雨であ  

ったが，24時間までの最大時関南盈ほ，小豆島（池田∴内海町）と本土の東部（白鳥引田町）を除いて，過去の降雨  

と比較し，とくに，大規模なものでなく，内海においては，1時間から6時間までの最大時間雨盈ほ，30－60年確率，  

12時間以上の最大時間雨量は，200年確率以上の大豪雨であったことを明らか紅した．  

（2）合理法紅よる洪水流出の解析においては，適正な洪水到達時間の静定が必要であり，この新しい算定法（Rine－  

matic wave法）の適用に廃して，問題点となっ｛｛：いる山腹斜面の等価粗度係数紅・ついては，小豆島ほ，0．20～0．23  

m－y6sec，本土は，0．24～0．31m一毎secとなることを見出した．  

（3）7617号台風の洪水流出紅ついては，洪水根跡調査に・よる実測値と，降雨からの解析を行ない，新しい洪水到達時  

間の算定法を用いた合理法は，合理的な洪水流出の解析法であることを明らかにした・ 

（4）香川県の河川防災計画紅適用ナる計画降雨についてほ，渓流は，内海の短時間確率降雨強度曲線，中小河川は，  

内湯（塩江）の中時間確率降雨強度曲線を適用すると，適確な計画降雨が容易に算定できることを考究した．  

（5）香川県主要河川の確率高水流盈については，その解析は，本研究で得られた成果を用いて解析し，また，現在採  

用されている計画高水流畳と比流藍を用いで比較し，今後の香川県河川防災計画に適用する計画高水流盈紅関する指針  

を明らか忙した．  

参 考 文 献   

（1）高樺象属，金丸昭治：水文学，朝倉藩店，104－  （4）鎌田 萬：中小河川治水計画匿おける計画降雨と   

112（1975）・  封画商水紅関する研究，京大学位論文（1976）．  

（2）岩井重久，石黒政儲：応用水文統計学，森北出版，  （5）鎌田 謁，斎藤 実：小豆島の渓流紅おける洪水  

162－・166（1970）．  流出と土石流に潤する研究（7617号台風），小豆  

（3）千田 稔：実用河川計画，理工図書，54（1973）．  島災害特別研究（1977）．  

（1977年5月31日 受理）   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ




